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る。このことにより、長いパルスが分子イオン解離の因子の一つであることを示した。 
 上記の短いパルスによるフラグメント抑制と1.3µm、140fsの励起では、長波長による励起の方がよりフラグ
メントを抑制することを示している。これを応用し、長波長励起による環境ホルモンの一つであるアルキルフ
ェノールのイオン化を行っている。また、この波長領域では水酸基の倍音振動による非常に弱い吸収があるこ
とが知られているが、この弱い吸収の分子イオン解離への寄与を調べ、影響しないことを見出している。これ
は電子遷移の吸光係数と比べ、倍音振動の吸収が非常に弱いからであると結論した。 
 メタンやメタン誘導体のイオン化を高強度フェムト秒レーザーによる原子のイオン化理論（ADK理論とPPT理
論）と比較している。これらの分子はPPT理論とよい一致を示した。一方、ADK理論は低いレーザー強度で一致
しないことを見出している。 
 上記に加え、メタロセンのイオン化も行っている。基底状態の多重度の違いによる多価イオン生成の違いを
調べている。 
 本論文では高強度フェムト秒レーザーによる有機化合物、有機金属化合物のイオン化・フラグメント化を定
性的、定量的な両面から解明し、強光子場科学の発展に寄与した。以上により、博士（理学）の学位を授与す
るに値すると審査した。 
